
　新田小学校で、開校以来、毎年行っている高齢者学級
が今年も地域の敬老会の３９人を招いて行われました。高
齢者による琴の演奏、全校生徒による合唱の披露の後、
３年生８７人と体育館で昔のあそびを楽しみました。お手
玉、福笑い、将棋などで子どもたちとふれ合ったおじい
さん、おばあさんたち。「わたしの孫は二十歳を越えてる
から、小さい子と遊ぶのはいいね」「坊主めくりは６０年ぶ
りで忘れてしまったよ」と昔を思い出しながら楽しんで
いました。
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　２４日と２５日、リサイクルやごみの減量をテーマにしたリサ
イクルフェアがリサイクルプラザで行われました。中でも人
気を呼んだのは再生家具のオークション。販売された１５点の
家具のうち、２点をせり落とした家族は「買おうと思って来
たわけではなかったけれど、安くていいものだったので思わ
ず買ってしまいました」と話していました。

　明祥中学校は、毎年、油ケ淵の環境を守るため、
明中クリーン活動として清掃、水質調査、湖畔へ
の花の種まきなどに取り組んでいます。今回、こ
の活動が認められ、県から環境保全関係功労者表
彰を受賞しました。
　この日は、全校生徒３３６人と先生や保護者らが油
ケ淵の東岸約２�を清掃。その後、生徒たちは
「きれいな花が橋から見えるように種をまきま
す」とごみがなくなることに期待を込めて、湖岸
へコスモスとヒマワリの種をまきました。

　西部小学校の実習田で、５年生の児童６６人が田植え
を体験。小雨の中、子どもたちは裸足で田んぼに入り、
１人約１００本ずつ、ていねいに植えていきました。
　「田植えは初めて。楽しかった」「簡単でも難しくも
ないけどおもしろい」と子どもたち。秋にとれたお米
でもちつきをして、全校児童や地域の人たちに振る舞
うのを楽しみにしているようでした。

　第２８回安城市消防団消防操法競練会が安城消防署
で行われ、３０分団が出場。迅速性、確実性を競うこ
の大会に向けて、毎日訓練してきた消防団員は「数
分で結果が決まるので、とても緊張しています」と
出番を待っていました。
　小型ポンプの部では池浦分団が、消防ポンプ車の
部では藤野分団がそれぞれ優勝しました。
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　三ツ川保育園の年長園児１６人が、自分たちが住んで
いる三ツ川地区の特産物であるお茶摘みを体験しまし
た。５月初めごろに一番いいものがとれるというお茶
は、１回だけ採れる手摘みのものが、はさみで３番茶
まで採るものよりおいしいとか。「楽しかった、またや
りたい」「おもしろい。やわらかくて、葉っぱが切れち
ゃった」と約１時間ほどお茶摘みを体験した園児たち。
その後、お茶工場の見学をしてお茶ができるまでの工
程を学びました。


